
社会司牧通信

2023 年 3 月

★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 社会司牧担当では、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動する団体の

情報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

*ＰＣでは、赤字下線部にマウスを合わせ、Ctrl キーを押しながら左クリックするとリンク先が表示されます。

スマホでは、QR コードを読み取ると、リンク先が表示されます。

★カトリック中央協議会 日本カトリック難民移住移動者委員会

3/7閣議決定により入管法改正案が、今国会再提出が決まりました。

大至急反対署名を届けましょう。

緊急署名「難民を虐げ、在留資格のない人の命を危うくする、 入管法改悪に反対しま

す！」 | 日本カトリック難民移住移動者委員会（J-CaRM） (jcarm.com)

第２次締切 ３月末 大至急!!! オンライン署名あり

←難民について詳しく知りたい方は、こちらのサイトへ。

「だから、わたしはここにいる」

OPEN THE GATE FOR ALL

★カトリック中央協議会 日本カトリック正義と平和協議会

平和のための脱核部会は、声明 すべての人が与えられたいのちを十全に生きることがで

きるように 〜３.１１ 東日本大震災東京電力福島第一原発事故から12年にあたり を発

表しました | 日本カトリック正義と平和協議会 (jccjp.org)

★イエズス会 社会司牧センター

シノダる？２０２３ (google.com) 期間：４月～８月

社会セミナー「シノドス—ともに歩む教会を目指して」（2023年度は対面方式）の関連

企画です。①月１回 YouTube でシノドスの分かち合いの方法を配信。②月２回 ZOOM

ライブ（20:00-21:00)でシノドスに関連する聖書の箇所を分かち合います。②は都合の

良い時だけの参加でＯＫ。 分かち合いの方法を学べます。

主催：シノダるチーム ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ Sr.原敬子（上智大学神学部・援助修道会）

★『シスターと神父と爆弾』映画会 開催しませんか！ 2023 年度も継続します！

広島教区限定で映画上映の許可をいただいてます。必要なものは、DVDが上映できる環境だけ。

社会司牧担当まで、お申込みください。

【感想より】核兵器禁止条約が成立した背後には、今日の映画のシスターや神父様方 のように命をか

けて核兵器をなくそうとする運動を続けて来られた方々の努力があるのだと感じた。日本はまだ批准し

ていないので、唯一の被爆国としての責任からも、早く批准する活動をしていきたいと感じた。

https://www.jcarm.com/2023/01/27/3041/
https://www.jcarm.com/2023/01/27/3041/
https://www.jccjp.org/archives/2950.html
https://www.jccjp.org/archives/2950.html
https://www.jccjp.org/archives/2950.html
https://sites.google.com/view/hanasou/


チャレンジコラム vol.７ 『考えようＬＳＧｓ』—共同体としての取り組みと参加型の行動

援助修道会 橋本晶子

回心の旅であるチャレンジコラムも最終回を迎えます。今日は、最後のメッセージを沖縄辺野古の海か

らお届けします。

3 月 5 日は、「珊瑚の日」として 1996 年自然環境や野生動物保護を担う、世界自然保護基金

（WWF）によって制定されました。この日に合わせ、学生たちと「環境と平和」をテーマにしたフィー

ルドワークに訪れています。

さて辺野古は、みなさまもご存知のとおり、「辺野古新基地建設問題」に揺れる地区です。しかし本日

の3月5日（日）辺野古の海には、私たちしかおりません。基地の工事車両も、反対の座り込みの方々も

おられず、ただ静かな海が広がっています。この静けさを味わいながら、本来の神さまの秩序の世界を味

わっています。ありのままの姿がそこにあるということは、どれほど幸せで豊かなことでしょう。この海

の前で私たちは分かち合いをしました。沖縄で出会った方々の葛藤、基地を見つめた感覚、触れた自然、

誰かを批判したり、否定したりするのではなく、私は何を感じているのか、何を大切にしたいのかを具体

的に言葉にしていきました。それが私たちの「Save The Coral」のプロジェクトとなり、回心の旅にな

りました。学生たちは、その後シーグラスを集め始めました。それで「新基地ＮＯ」のプラカードを作る

そうです。

私たちは、講演会やセミナーあるいは黙想会に参加すると、「何か始めなければならない」そのように

思います。しかし思いだけで終わってしまう、流れてしまうことが度々あります。だからこそ、共に歩む

仲間、共同体の存在が不可欠なのだと思います。回心は必ず小さな行動を伴い、変革に向かうのでしょう。

「皆がともに暮らす家を保護するという切迫した課題は、人類家族全体を一つにし持続可能で全人的

な発展を追求するという関心を含意しています。というのは、物事は変わりうると、私たちは知ってい

るからです。」（教皇フランシスコ『ラウダ—ト・シ』13）

ラウダート・シ公布 5周年の 2020 年に

バチカンのインテグラルエコロジー教皇庁

部局間協働作業グループから出された本が、

日本語に訳され、中央協のホームページで

無料公開されています。ラウダート・シの

実践のためにとても役に立つ本ですので、

どうぞダウンロードしてお読みください。

laudato_si_5y.pdf (catholic.jp)

辺野古のグラスビーチ

★子どもと女性の人権擁護デスクより

教会内でのハラスメント相談受付中
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